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 7 月 15 日、16 日に東京農工大学でシンポジウム「世界に通用する理系基礎教育」（東京農工大学大
学教育センターと大学教育学会・学士課程における理系専門基礎教育研究委員会の共催）が行われた。








































成について述べられた。これらの授業設計にアメリカの大学の Active Learning Classroom を参考に
されたとのことである。自作された動画、クイズなどの教材は教科書としてまとめられ丸善から発売
されたとのことであった。その CD 版をいただいたので、ご興味のある方は西山までご連絡いただき
たい。 
今回は、物理の授業の報告が主であったが、シンポジウムの総括の中で東京農工大学大学教育セン
ターの小笠原正明先生は化学の基礎教育も物理以上に大きな問題を抱えていると指摘された。シュレ
ディンガー方程式に踏み込む際に全くカリキュラムとして数学についての保障がない状態で平気で授
業が進められていることを例として述べられた。確かに量子化学や物理化学の授業を進める上で偏微
分や微分方程式など数学の手立てをいかに保障するかは時間の制約もあり難しい問題である。例えば
従来のカリキュラムであれば、生物系の学生が物理化学を学ぼうとすれば「化学のための数学」とい
った本で独学で習得する必要がある。専門分野によっては化学で必要になる数学の補充的授業も立て
る必要があるかもしれない。 
さらに小笠原先生は総括の中で、カリキュラムはもちろん個々の取り組みを組織として蓄積してい
く必要性を述べられた。FD の方でも言われていることだが、個々の教員の授業開発、授業改善が組
織として蓄積されていく仕掛けがない限り、せっかくの取組みはその度消滅してしまう。もったいな
い話である。教員全体の資産として組織として蓄積し共有し、持続的に教育改善に還元するためには、
上に紹介したような、あるいは個々の教員の枠内にとどまっている授業設計のノウハウが公表されそ
れが評価される環境が望まれる。北海道大学の鈴木先生のように教科書として公表することも一案で
あるし、また当センターのようないわゆる大教センターが組織としての蓄積に役割を果たすことも重
要に思えた。本学でも個々の教員レベルで様々な授業の工夫がなされていると思う。それらを発掘し
て組織化できれば大きな資産になるのではないかと思いながら会場を後にした。 
（文責：大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
